
Navios/Navios EXのクリーニング 

 

毎週もしくは必要に応じて外装、MCL、サンプルヘッド及びサンプルプローブ、カローセルのクリーニングを行います。 

 

 血液等が飛散した場合は、施設の手順に従いクリーニングを行ってください。 

 （参考文献:CLSI/CCCLS document GP17 - Clinical Laboratory Safety for additional information） 

 

クリーニング手順 

 

① クリーニング溶液の作成 

10%ブリーチ液(0.5%~0.6%次亜塩素酸ナトリウム含)を作成します。 

→ ブリーチ（5~6%次亜塩素酸ナトリウム含）を蒸留水で 10 倍希釈します。（ブリーチ:蒸留水＝1:9） 

 

 

 

 

 

 

 

 5~6%の次亜塩素酸ナトリウムが含まれている市販の台所用漂白剤を使用することも可能です。（成分

及び含有量は各メーカーにご確認ください。） 

 

② 機器のシャットダウン 

機器の電源がオフになっていることを確認します。 

 

③ 外装のクリーニング 

a) ①で作成した溶液をガーゼ等にしみこませます。 

b) 機器の外装を拭きます。 

 

④ MCLのクリーニング 

a) MCL の蓋を開けます。（カローセルがある場合は取り出してください。） 

b) ①で作成した溶液をガーゼ等にしみこませます。 

c) MCL 部分を拭きます。 

 

 

 

 

 

 

❷ 蒸留水 

 

❶ ブリーチ（5~6%次亜塩素酸ナトリウム含） 



⑤ サンプルヘッド・サンプルプローブのクリーニング 

a) MCL の蓋を開けます。（カローセルがある場合は取り出してください。） 

b) 前面のカバーを開けます。 

c) 前面左のパネルを取り外します。（ネジを外し、手前下にひいて取り外します。） 

d) ①で作成した溶液をガーゼ等にしみこませます。 

e) MCL サンプルヘッドと❶の内部を慎重に上に押し上げながら拭きます。 

f) サンプルヘッドとプローブを、ヘッドを上下に 60 秒間で 10 回ほど押して、ふき取ります。（必要に応じて
ガーゼを交換してください。） 

g) 蒸留水をしみこませたガーゼ等で再度、サンプルヘッドとプローブをふきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

h) 蒸留水で湿らせた綿棒で MCL サンプルプローブヘッドとサンプルプローブホルダ底部をふきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

i) 前面左のパネルを戻し（パネル上部ポストと本体切込み部分を合わせ、装着します。）、ネジで止めます。 

j) 前面カバーを閉めます。 

k) MCL の蓋を閉めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ カローセルのクリーニング 

a) 0.5％ブリーチを作成します。(作成方法は①参照) 

b) a)で作成した 0.5%ブリーチをガーゼ等にしみこませ、カローセルを拭きます。 

c) 蒸留水をしみこませたガーゼで再度カローセルを拭きます。 

 

 

 

 

  



廃液処理方法 

廃棄タンク、部品、関連のチューブなどは汚染の可能性はあります。廃液タンクと廃液チューブは、生物学的残渣が

残っている可能性があるので、特に注意して取り扱ってください。処理をする際には、手袋・ゴーグル・予防衣などを

着用することをお勧めします。 

 

廃液タンク内の廃液処理は施設の基準、規制に従って廃棄してください。廃液がこぼれた場合は、すぐに拭き取って

消毒等施設の基準に沿った処理を行ってください。 

 

① 機器がアイドルモード になっているかシャットダウンされていることを確認します。 

 

② 廃液タンクから廃液ハーネスを外し廃液フロートホルダにおきます。 

 

 

 

 

 

③ 廃液は施設の基準に従って処理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 廃液タンクに廃液ハーネスを接続します。 

 

 

【廃液タンクにブリーチを添加しておく場合】 

空の廃液タンクにブリーチ（5~6%次亜塩素酸ナトリウム含）を 2L いれます。 

 廃液タンクの容量は 20L です。廃液タンクがいっぱいになると 0.5%~0.6%次亜塩素酸ナトリウム

含む溶液を混合したことになります。 

 10L タンクをお使いの場合はブリーチ（5~6%次亜塩素酸ナトリウム含）を 1L いれます。 

 


